
ヘリコプターによる大気温度測定の実験（1）

2）二木久夫，1969：サーミスタとその応用．日刊工業

　新聞．

3）橋本・鈴木，1965：新しい航空気象．日本気象協会

　会．

4）原　宏，1966：わかりやすいブリッジ回路，産

　報．

5）和達清夫，1970：増補気象の事典．東京堂出版．

505

6）正野重方他，1969：気象ポケット・ブック，共立出

　版．

7）東邦空航KK：社内整備規程，非売品

8）　　　　　　：アルエット皿型整備アニマル非売

　品．

9）　　　　　一：KH－4整備アニマル，非売品・

構造物の耐風性に関する第2回シンポジウムの開催ならびに参加募集

　r構造物の耐風性に関する第2回シンポジウム」を関係学協会の共催のもとに開催し，国内の研究者なら

びに技術者の研鎖と交流，および研究情報交換と併せて相互の親睦をはかることになりました・つきまして

は，会員各位には下記要領によりふるってご参加下さるようご案内いたします．

　　　　　共　催：電気学会，土木学会，日本気象学会，日本建築学会（幹事学協会）・日本鋼構造協会

1．開催期日：昭和47年12月4日（月）～5日（火）の

　2日間．
2．会　　場：気象庁講堂（東京都千代田区大手町1－

　3－4．電話（212＞8341．竹橋（東西線）下車，竹

　橋駅より徒歩3分．

5．参加費：2，000円（論文集代を含む．ただし郵送

　希望の場合は送料共2，350円）

4．定　員：300名

5．参加申込要領

　（1）申込方法

　a．B5判以下適宜用紙に「構造物の耐風性に関す

　　　る第2回シンポジウム参加申込」と明記し，①

　　　参加者氏名，②勤務先および職名，③連絡先住

　　　所，④所属学協会名，⑤論文集事前入手希望の

　　　有無を必らず記載し，参加費2，000円または

　　　2，350円（現金書留）を添えて下記の日本建築

　　　学会（幹事学協会）にお申込み下さい．・

　b．論文集は11月下旬に刊行の予定です．論文集を

　　　事前に入手ご希望の方は，10月31日までに送料

　　　350円を加算して2，350円を送金して下さい．

　（2）申込期限：昭和47年11月20日（ただし論文集事

　　　前入手希望者は11月10日を期限とする）．

（3）

（4）

a．

b．

C．

申込先：郵便番号104，東京都中央区銀座3－

2－19．日本建築学会内r構造物の耐風性に関す

る第2回シンポジウム係」

“その他

10月31日までに申込まれた方には刊行次第論文

集および参加券をお送り致します．それ以外の

方には参加券および論文集引換券を送付致しま

すので，当日ご持参の上受付にてお引換え下さ

い．

原則として参加申込みの取消しがありましても

参加費の払い戻しは致しませんのでご了承下さ

い．

締切期日前でも定員になり次第申込みを締切り

ますからなるべく早目にお申込み下さい．

　6．懇親会

　下記により懇親会を開催致しますから参加ご希望の方

は会費を添えてシンポジウム参加申込みと同時にお申込

み下さい．ただし定員になり次第締切ります．

（1）

（2）

（3）

（4）

日時：12月4日（月）17時30分より

会場：気象庁1階食堂

会費：1，000円

定員：50名
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